
　新しいメンバーによる第８期自治協議会がスタートしまし
た。残念ながら、新型コロナウィルスの感染禍は、いまだ終
息の兆しを見せていません。しかし、秋葉区民の誇りでもあ
る緑豊かで美しい自然の営みは、私たちに「その脅威を皆で
乗り越えて行こう」と呼び掛けているようです。今私たちは、
この困難の中から得た「お互いを思いやる」という気持ちを
力として、秋葉区の更なる発展に結び付けていきたいもので
す。かわら版「あきはくはつものがたり」が、皆さんと自治
協議会の橋渡しとなりますよう、広報部会一同、張り切って
います。よろしくお願いします。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ＜荒井 武雄　記＞

　かわら版や自治協議会活動についてのご意見、ホームペー
ジに掲載してほしい情報を募集しています。住所・氏名・連
絡先をご記入の上、下記自治協議会事務局宛てに郵送、
FAX、またはメールでお送り下さい。

〒956-8601　（住所記載不要）
秋葉区役所 地域総務課 企画グループ
FAX / 0250-22-0228
メール / chiikisomu.a@city.niigata.lg.jp

このロゴマークは『楽しく秋葉区に住む』とい
うことで、家が微笑んでいるように「AKIHA」
の文字をタテに並べたものです。

新潟まんが事業協同組合「ガタまん」に所属。
イラストやマンガのご依頼をいただいて制作
しています。海洋生物や動植物が好きです。
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Facebook、ホームページ
でも情報発信中！
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ジチキョー１期目
趣味は山登りと手芸

【プロフィール】

編 集 後 記 募 集 し て い ま す ！

　第８期秋葉区自治協議会がスタートしました。約半数の委員が改選され、毎月の会議や部会活動には
新鮮な空気が漂っています。自治協議会の使命は、草の根の住民の声を行政に届けるだけでなく、行政
との協働により持続可能なまちづくりを進めていくことです。子孫たちがこのすばらしい秋葉区で百年
後もくらし続けられるために今何をすべきなのか、時代の先を読んで活動を模索していきたいと思いま
す。ぜひ皆様もご参加ください。

第８期自治協議会スタート 「百年後の秋葉区をイメージして」

会長  
金子 洋二

第８期

秋葉区自治
協議会委員

【令和３年７月現在】

小山　裕史 新津中央コミュニティ協議会
蓮沼　美宣 新津西部コミュニティ協議会
加納　百合子 荻川コミュニティ振興協議会
田中　幸一 満日コミュニティ協議会
佐藤　重勝 新津東部コミュニティ協議会
坂口　憲夫 阿賀浦コミュニティ協議会
長谷川　隆 新関コミュニティ協議会
野瀬山　幸治         小合地域コミュニティ協議会
青木　貞義 金津コミュニティ振興協議会
保科　代志夫 山の手コミュニティ協議会
佐藤　喜代一 小須戸コミュニティ協議会
小柴　優美子 新津さつき農業協同組合
坂上　恵子 新津商工会議所
飯村　菜穂子 新潟薬科大学
横山　喜規 一般社団法人 新津青年会議所

佐々木　美佳子 特定非営利活動法人 ディンプルアイランド
伊藤　治好 秋葉区スポーツ協会
荒井　武雄 秋葉区文化振興協会
長谷川　啓子 秋葉区民生委員・児童委員連絡協議会
高橋　直人 新潟市秋葉区社会福祉協議会
白井　孝明 支え合いのしくみづくり会議 生活支援コーディネーター
金子　洋二 大正大学 准教授
渡邉　彩              新潟中央短期大学 講師
花水　真由美 新潟市立新津第三小学校 地域教育コーディネーター
伊藤　直               公募委員
須田　渚　　 公募委員
須藤　皐月            公募委員
土田　貴好 公募委員
大貫　弘美 まちの茶の間　だんだん・嶋岡（地域包括ケア推進モデルハウス）



　秋葉区に位置する新潟薬科大学から3つのニュースをお伝えします。
　1つ目は、2021年 4月、新潟薬科大学薬学部に「薬学教育センター」が誕生しました。学
生さん一人一人のニーズにあわせた学生生活、学習サポートを担っています。薬学教育セン
ターで行うサポートは、学生さんの悩みを解消しながら、それはまるで「おくすり」のよう
に働く丁寧で温かみのある支援です。
　２つ目は、新潟薬科大学ではハーブやアロマセラピーに関連する資格を取得した学生達が
様々な活動をしていることです。現在は新型コロナウイルス感染症拡大防止のため、その活
動は制限されていますが、また再開できることを願ってさらにスキルアップのため勉強を続
けています。
　3つ目は、2023年 4月、２つの新学部、「看護学部」「医療技術学部」が誕生することです。
今まで以上に「医療」と「健康」を柱とした人材育成を進め、地域貢献を目指し、さらに新
潟薬科大学は進化していきます。

「きらめく秋葉区」に向けて 

　初めて自治協議会にかかわり、いきなり部会長を務めることになりました。大変恐縮ではありますが、
第１部会全員で協力し「きらめく秋葉区」に向けて取り組んでいきます。
　第１部会は今年度も「きらめきサポートプロジェクト」と題し、地域コミュニティの活性化や福祉、
防災、文化振興など、様々な課題の解決につながる取り組みを、地域団体と協働で実施します。今後
の活動は「あきはくはつものがたり」等で発信して参ります。どうぞよろしくお願いします。

秋葉区自治協議会本会議の協議内容をお知らせしています。

秋葉区自治協議会では本会議、各部会を傍聴する
ことができます。定員10名。直接会場へどうぞ。

※部会は、第１部会、第２部会、第３部会のほか、広報部会があります。
　また、提案事業実施のための特別部会を設置しています。

毎月第２水曜日　12：00～
（再放送　第２水曜日と同じ週の土曜日9：00～）
【今後の放送予定】 
9月 8日（水）・11日（土）  10 月 13日（水）・16日（土） 
11月 10日（水）・13日（土）

自治協議会からのお知らせ ラジオ版「あきはくはつものがたり」

ラジオチャット  エフエムにいつ   ７６．１MH z

『クリック！秋葉区』内「自治協通信」

【今後の会議開催日程】
●本会議　10月 29日（金）13:30 ～　
　　　　　区役所6階　601・602会議室
※秋葉区自治協議会の開催日、会場は、当月の「あきは区役所だより」
　およびホームページをご確認ください。

●部会　本会議の後などに開催

　これまで生活交通改善に向けた様々な取組みを行ってきました。しかし、公共交通空白地域におい
ては、依然大きな課題になっています。今年度はこれまでの取組みを継続しながら、モデル地域の住
民と情報交換を行い、課題の共有を図るとともに、成功・失敗事例を一緒に学び、改善プランを推進
していきます。

「生活交通改善プラン」の実現に向けて

　今年度は、大人に秋葉区の魅力・特色を知ってもらい、地域への関心を更に深めてもらう目的で「子
ども大学」から「おとな大学」へと移行します。秋葉区に移住された方はもちろん、長年住んでいる方々
にも地域の宝を認識してもらい、次世代へ繋げていければと考えています。新型コロナウィルスで自
粛生活が続く中、身近な地域での楽しみが見つけられるよう、自治協委員で取り組んでいきたいと思
います。

次は「おとな大学だ！！」

　「自治協」ってな～に、という「疑問」を解決したい！！そのために、かわら版「あきはくはつもの
がたり」やＦＭにいつで、秋葉区自治協議会の活動をＰＲしていきます。
　令和３年度は４コマまんが「ジチキョーのユリちゃん」が登場。新人委員ながら、ベテラン委員と
力を合わせて、本会議や、各部会の協議の様子をお知らせしていきま～す！

「自治協」ってな～に！？
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自 治 協 議 会 各 部 会 長 に 今 後 の 抱 負 を 伺 い ま し た ！

「秋葉区の暮らしやすさに関する意識調査」
幸福度調査部会

　令和2年度に発足した特別部会「秋葉区民幸福度調査部会」では、秋葉区の皆さんが日頃お感じになっていることを明らかにし、
住み良い秋葉区づくりを考えていくために、調査項目の検討を行ってきました。
　8 月に、秋葉区にお住まいの方々から、「秋葉区の暮らしやすさに関する意識調査」にご協力いただきました。ありがとうござ
いました。
　調査結果は、次期「区ビジョン基本方針」「区ビジョンまちづくり計画」（計画期間：令和 5 年度からの 8 年間）策定のための
基礎資料として活用していきます。（次号「かわら版」に結果を掲載予定）

「私も回答したい！」
という方、ぜひご協力
をお願いします。
＊9/30入力締切り

毎月第２金曜日　10：07～

新潟薬科大学から
ニュースです

新潟薬科大学  
飯村 菜穂子

　コンテンポラリーダンサーとして、埼玉、東京、ドイツなどでの活動を経た後、２０２０
年６月、コロナ禍のなか、地元の秋葉区に戻り、新津本町中央公園近くの青いビルの３階に、
ダンススタジオを構えました。カラダとココロを動かす「よろこび」を共有する、会員制度
の無いオープンスタジオです。毎日、一生懸命働く人が自分のメンテナンスとして、また、
ダンサーを目指す人が必要なトレーニングを求めてふらっと遊びに来れるようなスタジオに
なったら良いな、と思っています。国内外での活動を通じて得た経験を活かし、自治協議会
委員として地元に貢献したいと考えています。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

公募委員  
土田 貴好

カラダとココロを
動かすよろこびを
共有したい


